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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

 福島県で育成された桑新品種「きぬゆたか」は種苗法により平成13年10月に品種登録された。本

品種には発根が良いという特性があることから古条挿し法による桑園造成技術の確立をした。作業

の手順は次のとおりである。

２ 期待される効果

（１）  古条挿し法による桑園造成は、購入苗木による造成と比較して経費が大巾に安くなり(表6)、桑園

の新改植が簡易に行うことができる(表5)。

（２）  苗木の育成期間は普通2年間を要するのに対し、当技術ではそれを要しないため、桑新品種「きぬ

ゆたか」の普及が早く進む。

３ 適用範囲

積雪地以外の地域

４ 普及上の留意点

（１）  挿し穂の活着率を下げないように母樹の管理、穂木の取り扱い等に留意する。

（２）  10a当たり800本以下の植付けとする場合は、欠株率を補うため2本挿しとする。
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